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オントロジー学習
Ontology Learning

人手によるオントロジーの構築には多大なコスト
がかかるため、様々なリソースからオントロジーを
半自動的に構築するための技術が研究されている。
学習のためのリソースとしては、自然言語で記述さ
れたテキスト、機械可読辞書、XMLや RDFなど
で記述された半構造化データなどがあげられる。な
かでも自然言語テキストは、WWWの普及を背景
にして、現在のところ最も大きな知識源といえる。
自然言語テキストからのオントロジー学習のため

に広く用いられている手法としては、Hearst によ
る語彙構文パターンを使った手法がある [1]。これ
は、ある特定の言い回しが概念間の関係を表現して
いることを利用する。例えば、

Bruises, wounds, broken bones or other injuries
...
というような文があれば、bruise が何かを知らな
くてもそれが injury の一種、すなわち bruise が
injury に対して is-a関係にあることを推測するこ
とができる。したがって、特定の概念関係を表現す
るような語彙構文パターンを用意すれば、テキスト
中からそのパターンにそれにマッチする部分を抜き
出すことで概念関係を抽出することができる。

Is-a 関係を抽出するためのパターンとしては、次
のようなものがある（NPは名詞句を表す）。

1. NP {,NP}* {,} or other NP
2. such NP as {,NP}* {or|and} NP

Part-of 関係についても、NP’s NP のようなパ
ターンと統計情報を組み合わせることにより、ある
程度の精度で抽出できるとの報告がある。
オントロジーを学習する上では、概念を数値化し

て表現できると便利である。テキストを利用する
と、概念の意味を、その概念がテキスト中に出現し
た文脈を利用して表現することができる。表現方法
としては例えば、その用語と係り受け関係にある動
詞との共起情報や、同一名詞句中に共起する名詞と
の共起情報を、ベクトルの形で表現する。このよう
に概念の意味をベクトルとして表現すると、概念間

の類似度をベクトル間の類似度として計算すること
が可能になり、オントロジーを自動構築する際に必
要な様々な処理が行える。例えば、既存のオントロ
ジー中に、新しい概念を追加しようとする場合、そ
の概念をどこに追加するべきなのかを、既存のオン
トロジー中に存在する概念との類似度を比較するこ
とによって決めることができる。また、ベクトルを
クラスタリングすることにより、類似した概念をま
とめることも可能になる [4]。

テキストからオントロジーを学習するための要
素技術としては、他にも、テキストからの自動用語
抽出、語義曖昧性解消などの処理などが必要とされ
る。特定分野に関するオントロジーの場合は、その
概念を表現する言葉に多義性があることは比較的少
ないが、WordNet のように一般的な単語によって
表される概念を対象とする場合、語義の曖昧性は重
要な問題になる。

これまで述べてきた手法では、基本的に、用語が
テキスト中に現れる文脈を利用して、その概念や概
念関係を抽出しようとする手法である。それに対し
て、用語（特に複数の一般的な語からなる複合語）
の概念を、それを構成している個々の単語の意味を
用いて構成的に規定しようとする試みもある [3]。例
えば、transport serviceという用語の概念を規定し
たいとする。その場合、構成要素の単語、すなわち
transport と service にはそれぞれ多義性が存在す
る。そこでまず、それぞれの候補の語義をWordNet
と意味タグ付きコーパスでの共起情報などを利用し
て、意味ネットワークとして表現する。そうすると、
意味ネットワーク間の整合性を評価することによっ
て、それぞれの単語に関してどの語義が適切なの
かを決定することができる。さらに、transport と
company が purpose 関係にあることを C4.5(機械
学習の一手法）を利用して決定することで、この複
合語の概念を規定することができる。このようにし
て、いったん複合語の概念を WordNet 中の概念の
組み合わせで表現することができれば、複合語どう
しの Is-a 関係などもルールベースで比較的簡単に
決定することができる。

自動学習されたオントロジーにはノイズが多く
含まれている。そのため、実際に利用可能なオント
ロジーを構築するためには、人間の介入が不可欠
である。すなわち、学習のためのリソースを選択、
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自動学習によってオントロジーを拡張、得られた結
果を人間が修正、というサイクルを繰り返す必要
がある。したがって、オントロジー構築に必要なの
は、概念や概念関係を抽出するための個々の要素技
術だけではなく、作業者とのインターフェースも含
めたシステムを考える必要がある。近年では、その
ようなサイクルを実現するための環境を提供する
オントロジー構築ツールがいくつか提案されている
[2]。最近は特に Semantic Web における必要性か
らオントロジー構築に対する需要が高まっており、
OntoWebポータル (www.ontoweb.org)では、オン
トロジー構築手法や構築ツールに関する豊富な情報
が公開されている。
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